
児
童
、
生
徒
の
通
学
路

に
な
っ
て
い
る
が
、
通
行

量
が
多
く
狭
隘
で
あ
り
危

険
性
が
高
く
、
住
民
の
改

善
要
望
も
大
き
い
の
で
、

工
事
着
工
時
期
を
明
確
に

す
る
よ
う
問
い
質
し
た
が
、

現
在
施
行
中
の
丸
山
五
和

線
の
開
通
が
平
成
２
０
年

代
の
後
半
に
な
る
見
通
し

で
そ
れ
ま
で
の
着
工
は
困

難
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。

全
体
的
に
幅
員
が
狭
く

離
合
が
困
難
な
状
況
で
あ

る
こ
と
を
認
識
し
て
い
る

の
で
、
用
地
の
協
力
が
得

ら
れ
れ
ば
離
合
所
設
置
を

検
討
し
て
い
く
。
ま
た
落

石
等
に
つ
い
て
は
市
の
パ

ト
ロ
ー
ル
隊
で
対
応
し
て

い
く
と
回
答
。

地
域
に
密
着
し
た
道
路

で
あ
り
、
荒
平
ト
ン
ネ
ル

ま
で
の
測
量
を
今
年
度
予

定
し
て
い
る
と
回
答
。

６
月
の
定
例
会

終
了
後
「
議
会
改

革
委
員
会
」
が
発

足
し
ま
し
た
。
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大
正
か
ら
昭
和

の
初
期
ま
で
、
日

田
市
の
豆
田
町
と

久
留
米
市
を
走
り

日
田
の
近
代
化
に

貢
献
し
た
「
筑
後

鉄
道
」
の
転
車
台

跡
が
発
掘
調
査
で

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

小
型
機
関
車

の

い

わ

ゆ

る

「
軽
便
鉄
道
」

の
転
車
台
跡
は

全
国
的
に
珍
し

い
と
い
う
こ
と

な
の
で
、
近
所

の
桑
野
洋
輔
氏

と
見
に
行
き
、
御

覧
の
写
真
を
撮
影

し
ま
し
た
。
見
な

が
ら
、
貴
重
な
文

化
財
で
あ
り
こ
の

ま
ま
の
姿
で
保
存

で
き
な
い
か
と
考

え
ま
し
た
。

６
月
２
４
日
か
ら
２
日
間
大
分
市
で

連
合
役
員
研
修
会
が
あ
り
参
加
し
た
。

一
日
目
は
、
連
合
が
提
唱
す
る
「
社

会
保
障
」
と
「
税
制
大
綱
」
の
考
え
方

に
つ
い
て
講
演
、
二
日
目
は
「
働
く
こ

と
を
軸
と
す
る
安
心
社
会
」
の
講
演
で

そ
の
主
張
す

る
と
こ
ろ
は

現
在
の
日
本

社
会
が
既
に

壊
れ
か
け
て
い
る
と
い
う
シ
ョ
ッ
キ
ン

グ
な
内
容
で
あ
っ
た
。

理
由
は
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
よ

り
「
生
産
年
齢
人
口
」
が
減
少
し
、
経

済
成
長
の
減
速
、
社
会
保
障
の
維
持
が

極
め
て
困
難
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。

ま
た
、
非
正
規
労
働
者
の
増
加
（
現

在
３
４
．
５
％
）
で
、
年
収
２
０
０
万

以
下
の
貧
困
者
が
４
分
の
１
を
し
め
、

税
金
や
保
険
料
を
支
払
え
な
い
人
が
増

え
、
そ
の
た
め
結
婚
や
子
育
て
が
出
来

な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
。
他
に
団
塊
世

代
の
引
退
で

年
２
５
兆
円

の
需
要
が
な

く
な
り
デ
フ

レ
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
等
々
が
指
摘

さ
れ
た
。
解
決
策
は
働
く
こ
と
が
尊
重

さ
れ
る
社
会
を
構
築
し
、
政
治
が
生
活

に
充
分
な
賃
金
保
障
を
目
指
し
、
消
費

を
活
性
化
さ
せ
経
済
を
安
定
的
に
発
展

さ
せ
る
こ
と
と
指
摘
し
た
。
同
感
で
す
。
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７
月
９
日
、
東
日
本
大
震
災
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
帰
っ

て
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、
皆
さ
ま
に
大
変
御
心
配
頂
い
た
よ

う
で
、
あ
ち
こ
ち
で
「
ど
う
や
っ
た
か
い
」
「
無
事
帰
っ
て

き
た
か
い
」
等
々
聞
か
れ
ま
す
。
現
地
の
状
況
踏
ま
え
、
少

し
詳
細
に
報
告
し
ま
す
。

寄贈して頂いた本田正巳さんから

車のカギを受取っているところ。

長距離でチョット心配ですが、

５日午後市役所前をいざ出発です。 支
援
活
動
を
続
け
て
い
る
「
日
本
緊
急
援
助
隊
」
に
、

被
災
地
で
活
用
す
る
軽
自
動
車
が
寄
贈
さ
れ
、
そ
れ
を
現

地
ま
で
運
ぶ
こ
と
が
主
な
目
的
で
す
。

カーナビの使い方が不明で、

インターへの入口まで迷いに

迷い大変でした。

琵琶湖を左に見て、滋賀

福井県をブッ飛ばし、石

川県へまっしぐら。

富山県朝日ICから新潟県境の

名立谷浜SAの約70km区間に

26か所のトンネルで疲労困ぱい

新潟中央ICから、

磐越自動車道で

福島県へ。県境

から磐梯山を左

に見て、薄暗く

なってきた自動

車道をまい進

時間が渋滞と重なったこと、東北自

動車道無料化の影響などで、大型車

両が多くヒヤヒヤの連続。目的の大

和インターを抜けホット、あと一息。

神戸港上陸から約15時間、夜1

0時過ぎに目的地の吉岡パブテ

スト教会に到着。約1000kmを

走破し、ホット一息
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７
日
～
９
日
ま
で
、
石
巻
市
の
避
難
所
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
そ
こ
に
避
難
し
て
い
る
人
た
ち
の
引
越
し
の
手
伝
い

を
や
り
ま
し
た
。
７
日
、
何
は
と
も
あ
れ
「
被
災
し
た
現

地
を
見
て
ほ
し
い
」
と
い
う
の
で
、
津
波
に
よ
り
火
災
が

発
生
し
た
「
門
脇
小
学
校
」
周
辺
を
見
て
き
ま
し

避難場所に指定されていた「門脇小学校」。

しかし、当日は津波に巻き込まれ、火災が発

生し焼けただれた校舎。校庭のガレキは取り

除かれていたが、内部はこの現状。

一階部分しか見ることができませんでしたが、この

様に凄まじい状況でした。４ヶ月経った今も後片付け、

備品の持ち出しも出来ず、放置されています。

正面玄関に学校行事のアルバムが広げて置かれてい

ました。その脇の花束が涙を誘いました。

学校周辺の様子です。隣接していた大きな寺院

の建物は残っていますが、後はガレキの山です。

当然この辺りには住宅があったはずですが・・・

傾いた家屋やガレキに囲まれた

工場。復旧が進んでいない現状

がそのままの姿であった。

電柱以外何も残っていない。

避難所の人たちといつの間に

か仲良くなり、一緒に七夕飾り

の折り紙を作り、色々な話しを

聞かせてもらったと言っていま

した。帰る前日、涙ながらに別

れを惜しんだそうです。
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８日は、炊き出しと引越しの作業をやりました。

次の日から、泥出しをする家の事前調査に現地の

工務店の人と「女川漁港」の近くに行きました。

ここは、道路のガレキがやっと片付いたぐらい

で、まだ震災当時の生々しい状況が垣間見れ、津

波の凄さを再認識しました。

屋根や壁、柱に漁網等

のゴミが引っ掛かった

ままの光景。

最後に受け入れ先の責

任者、野口直樹牧師に軽

ワゴンのカギを渡し任務

終了。いろんな人と出会

い充実した５日間になり、

後ろ髪引かれる思いで帰

路につきました。

陽
気
で
元
気
な
ア
メ
リ
カ

の
６
人
組
。
女
川
ま
で
同
行

し
「
フ
ァ
イ
ト
で
頑
張
れ
・

グ
バ
ィ
ー
」
。
一
夜
同
じ
と

こ
ろ
に
寝
れ
ば
友
達
で
し
た
。

毎
年
、
８
月

９
日
の
「
長
崎

平
和
記
念
日
」

に
合
わ
せ
日
田

の
平
和
運
動
セ

ン
タ
ー
主
催
で

実
施
し
て
い
る

「
平
和
行
進
」

が
今
年
は
、
７

月
１
３
日
に
行
わ
れ
、
参

加
し
ま
し
た
。

出
発
前
に
、
「
市
長
」

「
市
議
会
議
長
」
に
趣
旨

に
つ
い
て
の
理
解
を
協
力

を
求
め
る
「
申
し
入
れ
」

を
し
、
市
役
所

玄
関
前
で
出
発

式
を
行
い
市
内

一
円
に
平
和
の

大
切
さ
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
た
め
行

進
を
行
い
ま
し

た
。今

年
は
「
福

島
第
一
原
発
」

の
事
故
を
う
け
、

脱
原
発
を
掲
げ

て
の
行
動
に
な

り
ま
し
た
。
産

業
界
始
め
色
々

な
議
論
が
あ
り
ま
す
が
、

今
の
状
況
で
は
「
原
発
」

を
受
け
入
れ
る
素
地
は
な

い
と
思
え
て
な
り
ま
せ
ん

し
、
「
玄
海
原
発
」
か
ら

日
田
市
は
わ
ず
か
直
線
で

４
０
ｋ
ｍ
の
近
距
離
で
あ

り
、
事
故
等
の
発
生
で
安

全
が
保
て
る
か
疑
問
も
あ

り
不
安
な
気
持
ち
を
ぬ
ぐ

い
き
れ
ま
せ
ん
。

午
前
中
２
時
間
、
３
０

名
の
参
加
者
と
と
も
に
、

頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。

被災者の方たちに、「暖かい食事を」と、炊

き出しのボランティアも定期的に行います。


